
 

 

 

令 和 ３ 年 ２ 月 12 日 

各   位 

会 社 名     株 式 会 社 Ｒ Ｉ Ｓ Ｅ 

代表者名   代表取締役社長 芝 辻 直 基 

（コード番号 8836） 

問合せ先  コーポレート統括部 経営管理部 

担当部長 杉 山 顕 士 

（TEL : 03-6632-0711） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
当社は令和２年５月 15 日に発表いたしました、令和３年３月期（令和２年４月 1 日から令和３

年３月 31 日）の通期の業績予想（連結）を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

記 

１．令和３年３月期の（連結）業績予想数値の修正              (単位:百万円） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり   

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 326 △ 61 △ 64 △ 72 △ 2円 26銭 

今回発表予想（Ｂ） 358 △ 9 5 20 △ 1円 30銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 32  51  69 92 ― 

増 減 率 （ ％ ） 9.8 － － － ― 

（ご参考）前期実績 

令和２年３月期 
294 △ 50 △ 54 107 △ 0円 39銭 

２．修正の理由 

  売上高は、不動産管理事業において、新規契約により管理受託物件が増加したこと、契約解除

物件数が計画を下回ったことから、当初予想を上回る見通しとなりました。 

利益面においては、売上高の増加による影響に加え、人員採用計画の延期による人件費抑制、

その他経費の削減等より、営業利益は当初予想を上回る見通しとなりました。また、令和２年８

月 14 日付開示「営業外収益の計上に関するお知らせ」の通り、償却債権取立益を営業外収益に

計上したこと、同年８月 26 日付開示「当社連結子会社における固定資産の譲渡および特別利益

の計上に関するお知らせ」の通り、固定資産売却益を特別利益に計上したことから、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益は当初予想を上回る見通しとなりました。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。 

以 上 

 


